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2002.8.10 中央第５回学習会

KAZU

アドラー心理学について

１．アドラー（Alfred Adler； 1870～1937）とは

・オーストリアの精神科医。フロイトのウィーン精神分析学会から脱会後 「人間を，

分割できないものとして扱う」意味での個人心理学を構築。後に「アドラー心理学」

と呼ばれる。

・1902年 「夢判断」に批判的記事が出た時に，フロイトを擁護する投書。フロイト，

が感謝の葉書をアドラーに送り，フロイトと出会う。1912年，フロイトと学説上の対

立から離反。神経症の根拠として，フロイトはリビドー，アドラーは劣等感を強調。

・1912年，個人心理学会設立。児童相談所でのオープンカウンセリング。教師に寄せ

る期待も大。教師は家庭での有害な影響を打ち消すような訓練を受けなければならな

い。

・ナチスの収容所に多くのアドレリアンが送られ 「アドラー心理学はアウシュビッ，

ツで一度滅んだ」と言われる。戦後のアドラー心理学の発展は，ルドルフ・ドライカ

ースに負う。日本では，精神科医の野田俊作が1982年にシカゴに留学，アドラー心理

学を学ぶ。

２．アドラー心理学の育児と教育

(1)勇気づけ

・アドラー心理学は「勇気づけの心理学」とも言える。子育てにとって最も重要な要

素が「勇気づけ 。子供の中から勇気がわき出てくるように働きかけること。」

・子どもの目には，大人は途方もなく大きく，驚くほど有能に見える。その大人の前

で，子どもは先天的に持っている「勇気」だけに頼って自分を支えている。

・勇気づけで最も大切なのは 「自分が不完全であることを認める勇気 。自分に完， 」

全を求めると ちょっとした失敗も許せず 失敗する自分を嫌いになってしまう 失， ， 。「

敗したってやり直すチャンスはいくらでもある」ということを教えたい。

＊勇気とは？

・進んでリスクを引き受ける能力

・失敗，非難，障害などの外部要因があったとしても，自尊心と所属感を失わな

いでいられる態度

・協力できる能力の一部

＊勇気づけは，褒めることではない
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・子どもをいい気分にしようとして，お世辞を言ったり，ものを与えたりする

行動を伴うことがある。これは「褒める」ことで「勇気づけ」とは違う。

「褒める」ことは賞や褒美と同類 「勇気づけ」は賞とは無縁。，

・ すごいね 「えらいね」などはよい結果の時にしか使えない 「１００点「 」， 。

とれてすごいね」とは言えるが 「５０点とれてすごいね」とは言えない。，

結果よりも努力に関心を向ければ，勇気づけはできる 「５０点で残念だったけ。

ど一生懸命努力できたことは，お母さんよかったと思うよ」

＊勇気づけのヒント

・プラス面に目を向けよう。

・結果ばかりでなく，子どもの進歩，成長のプロセスに目を向けよう。

☆勇気をくじく例

①４歳のペニー。お母さんのお手伝いをしようと，冷蔵庫から玉子を取り出そうとし

た 「ダメよ，ペニー，玉子が壊れちゃうでしょ。これはお母さんがやるわ。もう少。

し大きくなったらお手伝いしてね」

②３歳のポール 雪あそびをするために 一人でジャンバーを着ようとしていた こ。 ， 。「

っちにいらっしゃい。ママがやってあげるわ。あなたって本当にのろまなんだから」

＊子どもたちは自分の力や能力を発見しようと努力する。その時，大人は水を差して

はいけない。もし，子どもが間違いを犯したり，一定の目標に到達できなくても，大

。「 ，人はその子自身を責めるような言葉や動作を決して用いてはいけない 残念だけど

失敗しちゃったわね 「うまくいかなくて，残念だったわね」と言うようにしたい。」，

， 。 ，行為そのものと 行為者とを切り離すこと 失敗は単なる能力不足によるものであり

その子自身の価値とは何の関係もないことを肝に銘じておく。失敗しても自尊心を傷

つけられなければ，その子の中には勇気が生まれる。この，不完全（未熟）であるこ

との勇気は，大人にも子どもにも等しく必要である。この勇気がなければ，人は必ず

挫折する。

・大人が行う勇気づけの作業。一つは「子どもの屈辱，過保護による挫折を取り除く

こと ，もう一つは「勇気づけの方法を知ること」」

③５歳のスタン 「ママ，ブランコに乗っていい？ 「いいわよ，怪我をするといけ。 」，

ないから，手を添えていてあげるわ 「気をつけて，ブランコの前は絶対通っちゃ」，

いけないのよ 「ママ，自分でこいでもいい？ 「落っこちるかもしれないわ」」， 」，
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④１０歳のジョージ。家でも学校でも落ち着きがなく，いろいろなことをやっては途

中で投げ出しがち。作りかけのブックエンドがもう少しで完成しそうになっていた。

素敵じゃない ジョージ 上手だわ ところが ジョージはわっと泣き出し こ「 ， 。 」 ， ，「

んなの全然ダメだよ」と言った。

⑤４歳のウォーリー。母親について，隣の家に遊びに行った。そこには１歳のパティ

がいて，リビングで遊んでいた 「ウォーリー，お利口にしてパティをいじめてはダ。

メよ」 しばらくすると，パティが大声で泣き，額にはくっきりと赤い跡がついてい

た 「あなたはいったい何をしたの？ パティをぶったわね。どうしてそんな意地悪。

をするの？ 「あなたは本当にいじめっ子なんだから。小さい子をいじめるなんて」，

恥ずかしいことよ。ここでじっとしていなさい」

☆勇気づけの例

①７歳のピーター。模型を買いにデパートまで行きたいと思っている 「今は忙しい。

から明日連れて行ってあげるね 「いいよ，ママ，自転車で行って来るよ 「でも」， 」，

ね，とても車の通りが激しいから危険なのよ 「大丈夫だよ，ママ。あそこまでみ」，

んな自転車で行っているから」

母は不安をなだめ 「わかったわ。一人で買ってらっしゃい 「ほら，ママ，買って， 」，

きたよ 「よかったわね，一人で行って来たのね」」，

②６歳のベニー。いつもセーターのボタンを掛け違えていた 「ベニー，いい考えが。

あるわ。一番下からやってみたらどう？」

(2)責任感

・ 責任」とは，失敗した時のあり方ではない。自分をいつでも必要とされている時「

に応える勇気のこと。人生が求める課題に対して 「私はここにいます。自分のすべ，

きことはします」という，要請への応答こそ「責任」である。

・誰が引き受ける課題なのかを考えることが大切。子供の課題なのか，親の課題なの

か，両者にかかわる課題なのかの三つが考えられる 「勉強しなさい」というのは，。

本当に子供のためになるのか 「忘れ物を届けてあげる」のは本当に子供のためにな。

るのか 「子供のため」という大義名分のもと，最大の過干渉，甘やかしになってい。

る可能性がある。いずれも誰の課題かと言えば 「子供自身の課題」である。勉強し，

ないで試験に落ちても，弁当を忘れておなかがすいても，それは子供に影響を与える

ものだから。ただし，間違ってはいけないのは，子供の課題だからといって，何の援

助もするなということではない。子供が助けてほしいと申し出た時に，共通の課題に

なる可能性がある 「それじゃ，どうしたらいいかな？」と話し合えばよい。。

， 「 」（ ， ）・失敗を通して 子どもたちは 責任 課題に対して 自分はどう応えればよいか

を学ぶことができる。
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(3)四つの誤った目標

・ 必要以上の注目願望 「権力に対する反抗 「復讐 「無能・無力さの誇示」「 」， 」， 」，

・対応としては 「要求に屈しない 「力比べのリングから降りる 「子どもの落胆， 」， 」，

をくみ取り，罰や報復をやめる 「落胆を示さず，子どもが能力を発見できる体験」，

をさせる ・四つの目標は，幼児にだけ顕著に見られる。他の年齢の子どもたちは表」

には見えてこない。

(4)罪や罰に替わる「自然結末と論理的結末」

①自然結末；物事が自然の成り行きで動く

・何度もお弁当を忘れるアルフレッド。母親は次のように宣言すればよい 「もうあ。

なたのお弁当には責任を持ちませんよ 。たとえ，今後お弁当を忘れても，知らん顔」

をしていればよい。彼が空腹になろうとなるまいと母親の知ったことではない。アル

フレッドが怒ったら，次のように言えばよい 「あら，お弁当を忘れたのね」 続い。

て 「これで懲りたでしょ」と余計なことを言うと，せっかくの結末が罰に替わるの，

で注意。何よりも重要なのは，自分の問題は自分で処理し，大人の決断に委ねる必要

はないことを子どもに伝えること。

・あまり食事をしない４歳のアリス ほらほら アリス きちんと食べなさい よ。「 ， ， 」，「

ーし，いい子だ」など，ひっきりなしに両親のおだてがないと気が済まない。アリス

は両親の関心を常に自分に引き寄せたい。親は子供の食事に口を出すべきではない。

食事の仕方を教える最も簡単な方法は，全てを彼女の「意志にまかせる」こと。食べ

ないなら，親は穏やかな態度を崩さず，注意もやめ，食事の時間がすんだらさっさと

。 ， 。片づければよい あとは間食を与えず 次の食事の時にまた食べ物を準備すればよい
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思い知らせてやる！！
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次の時も，食べなくても，余計な言葉はかけず，常に食卓は明るい雰囲気を心がけれ

ばよい 「食べたいならここに食事がありますよ。食べたくないなら，おなかがすい。

ていないのね」ということが無言のうちに伝わる。罰やデザートをちらつかせてはい

けない。空腹による辛さは，大人から与えられた苦痛ではなく，自ら食事をしなかっ

たことによる結末なのである。

②論理的結末；物事の結果が必然的な方向に流れていく

・子どもが朝起きずに，ぐずぐずする場合。母親は次のように宣言すればよい 「朝。

起きて学校に行くのはあなた自身の責任よ」と目覚まし時計を渡せばよい 「私が起。

こさなかったらどうなるかしら？」と自問する必要はない。遅刻をすれば，注意を受

けるという結末が待っている。

・３歳のキャシーはすぐに表の通りに飛び出してしまう。道路で遊ぶと車にひかれる

のは論理的結末だが，この場合，もちろん，黙ってみているわけにはいかない。そこ

で，結末を演出する。飛び出したら，断固とした態度で家の中に連れて入る 「お庭。

で遊びたくないなら，おうちに入りましょう。遊びたくなったら，またお庭に出よう

ね」 キャシーに自分の意志を選択する権利があることを示している。

アドラー心理学の育児と教育に関するキー概念の紹介☆

・育児の行動面の目標は 「自立すること 「社会と調和して暮らせること ，心理， 」， 」

面の目標は 「私は能力がある 「人々は私の仲間である」， 」，

・行動は信念から出てくる，と考えるので，適切な行動が出てくるには，それを支え

る適切な信念が育っていないといけない。

， ，「 」 。・信念とは 自己や世界についての意味づけであり ライフスタイル と呼ばれる

これは１０歳前後に形成される。ライフスタイルを体験の中で身につける 「性格」。

は変わりにくいニュアンスを持つが，ライフスタイルとして，それを一掃したいとい

うねらい。

・ライフスタイルは自分が決める。適切な働きかけがあれば適切なライフスタイルを

形成しやすい。

・ 私には能力がある」という信念は，自分の人生の問題を自分の力で解決できると「

いう意味。

・最初の「仲間」は母親。そして，仲間を拡げていく。母との関係が仮に致命的であ

っても大丈夫。それに変わる人がいればいい。

・アドラー心理学の目的論。問題行動をやめないのは，注目を浴びたいからであると

考える。叱ったり，罰したりすることは注目していることになる。だから，子どもは

問題の行動をやめるはずがない。

。「 」，「 」，「 」，「 」 。・行動の目的は四つ 注目を引く 権力争い 復讐 無能力の誇示 である

・具体的な行動処方としてどんなことが考えられるか。愛情を十分に受けてこなかっ

た，育児の仕方がまちがった，といっても過去には戻れないが，未来なら変えること

ができる。罰しない，説教しないことである。罰すると子どもは自分の能力を疑うこ

とになり，居場所をなくす。そして，人は皆，敵であると感じるようになる。自分の



- 6 -

居場所を感じることが何よりも人が基本的に求めることである。問題行動に注目しな

いことも大切である。ただし，それだけでは無視されたと感じ，かえって問題行動は

悪化する。そこで，適切な行動に注目することが大切になる。しかし，誉めるのでは

ない。誉めるのは，上から下へと相手を判断し，評価する言葉。勇気づけの原則は，

評価ではなく喜びを共有すること，自分の気持ちを伝えること。当たり前のことに，

「ありがとう 「うれしい 「たすかった」と伝えることである。」， 」，

・特別なことをしたときだけ 「ありがとう」ではそれもまた評価につながる。何か，

をしたからではなく，ただ 「存在」していることが喜びということを伝えたい。，

， 。・言葉かけだけでなく 子ども自身が自分の力で人生の課題に立ち向かう援助が必要

課題の分離という考え方が大切 「これはいったい誰の課題なのか ，これについて。 」

， 。 ，「 ，は 選択の結末を最終的に誰が引き受けるのかを考えればわかる ただし 私は私

あなたはあなた」ではない。そこで，共同課題が生まれる。話し合いが必要になるこ

ともある。共同課題は，どうしても自分一人では解決できないことについてだけ。

・結末の体験 「自然結末 「社会結末」を利用する。しかし，結末を罰に感じると。 」，

いうおそれがある場合は，留意しなければならない。

・論理的結末（必然的結末）は権力争いの中では，罰にとられる。注意を引く行動に

対しては効果的。例えば，靴をいつまでも左右間違える子どもの場合。その時には，

黙っていればいい。不都合を感じるのは自分。自然結末は親の特別な働きかけを受け

ずに生じた現実の苦悩であり，効果は１００％。忘れ物をして，学校で注意される，

お弁当を忘れ，おなかがすく，鍵を忘れ，玄関に入れないなど。

・ 共同体感覚」とは，人間共同体への積極的な所属と参加の感覚のこと。健全な人「

は，自分の利害だけではなく，いつでも相手の利害をも考慮して行動する。相手を変

えることよりも，自分が変わることを考えて行動する 「我々のために私ができるこ。

とは何か」と考えられる人を「共同体感覚がある」人である。

・実存主義と現象学。人生の責任は全て個人にある。人は現実を，その人が解釈して

いるように見ているだけである。現実だと信じているものに過ぎない。

・何故？ではなく，どうすれば？に焦点を当てた対応を

・お互いが勝つためには，Give & Takeが必要。

・論理的結末を越えて 「論理的結末」は多くの場合，罰に誤用してしまう。ベルの。

音が聞こえずに遅れた二人の生徒に対して，ブレーンストーミングで，話し合わせて

みると次のような意見が出た。

， ， ，＜論理的結末＞黒板に自分の名前を書かせる 遅れた分居残り 休み時間を取り上げ

生徒を怒鳴りつける

＜解決策＞みんなでベルだと叫ぶ，ベルの近くで遊ぶ，ベルの音を大きくする，教室

にはいるとき，他の生徒にも注意を向ける

つまり，代償を追わせるのか，援助するのか，というように視点が違う。

・ 解決の４Ｒ」とは ；related,respectful,reasonable,revealed,関係がある，尊「 ，

敬の念を持っている，理にかなう，事前に知らせるということ。

・クラス会議 「このことはあなたにとってどのように問題なのですか 「このこと。 」，

はあなたにとってまだ問題ですか」
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・勇気づけとは，子どもたちに「今のままでいいんだよ」というメッセージを伝える

ような愛情表現の一つ。

・恥をかかせないために 「それはどのようにこの人の役に立つのか 「その提案が。 」，

自分に対するものだったらどんな感じがするか 「それは恥をかかせるものか，尊」，

敬の念に満ちたものか 「それは過去の行動を罰するものか，それとも未来の行動」，

のために変わることを勇気づけるものか」 ともに考えて，不適切ならリストから外

す。

３．アドラー心理学を支える思想

・ 楽観主義」～現実をありのままに見て，そこから出発する。どんなことが起こっ「

ても何とかしようと思いたい。何とかなるかどうかはわからないけど，何ともならな

いと考えることはない，とにかく，できることをやろうと思ってできることをすると

いう考え方。似た言葉に「楽天主義」がある。これは，何が起こっても大丈夫，何が

起こっても悪いことは起こらない，失敗するはずがない，という考え方。何とかなる

と思うから結局何もしない。例： 二匹の蛙の話 。二匹の蛙がミルクの入った壺の「 」

縁で跳ねて遊んでいた。突然，二匹はミルク壺に落ちてしまった。一匹は，ああもう

ダメだ，と叫んで諦めて死んでしまった。もう一匹は，何とかしようと思ってもがい

。 ， 。 ，て一生懸命泳いだ すると足の下が固まりはじめ ミルクがチーズになった そして

ピョンとその上に乗って外に飛び出せた。私たちができるのはそういうこと。

・ 共同体感覚」～自分のことだけでなく，他者のことも考えられる，他者は私を支「

え，私も他者とのつながりの中で他者に貢献できていると感じられること。健康なパ

ーソナリティの重要な条件として，この「共同体感覚」がある。例； 赤信号で止ま「

らないといけないのはなぜ？」 アメリカ人の７０％は「警官に捕まるから ，２５」

％は「自分が怪我をするから ，５％は「自分も怪我をするだろうが，他人の人にも」

被害を及ぼすかもしれないから」と答えたという。他の人のことを考えられるのが，

健全なパーソナリティである。

・ 人は客観的な世界に住んでいるのではなく，自分で意味づけした世界に住んでい「

る。人生の意味は自分で決める 」。

・ 私は他の人の期待を満たすために生きているのではない。他の人もまた，私の期「

待を満たすために生きているのではない」
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